
前年度の成果と課題

【成果】
１　学力向上
　
一

２　学校行事・部活動の充実

３　ボランティア・地域貢献

　

【課題】
１　学力向上と一人一人の希望進路実現
２　アクティブラーニングなどによる新しい授業形態への対応
３　部活動の更なる活性化
４　第一志望第一順位での募集定員確保
５　ボランティア活動の更なる推進
６　京都フロンティア校の取組の更なる推進

  一人一人にきめ細かな指導を展開し、確か
な学力を身につけさせ、希望進路を実現させ
る。

  土曜授業を行うことでメリハリのある教育
を展開し、平日の放課後を有効に活用するこ
とで 、生徒会活動や部活動など自主活動の
一層の充実を図る。

  ボランティア活動を積極的に行うと共に、
「出前授業」「きもの着付け教室」など地域やＰ
ＴＡと連携した取組を充実させ、地域に貢献し
信頼される学校を目指す。

  あらゆる機会を活用して加悦谷高校の魅力
を発信し、入学希望者を増加させる。
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学校経営方針（中期経営目標） 本年度学校経営の重点（短期経営目標）

１　 生徒一人一人の可能性を伸ばし、希
  望進路の実現を図るとともに、社会に貢
  献できる人材の育成

２　 「地域の学校」として、信託と期待に
  応えうる学校づくり

２　 平日オール６限授業と隔週土曜授業を行うことでメリハリのあ
　る教育を展開できた。

１    一人一人の可能性を最大限に伸ばし、きめ細かい指導で就職・
  進学とも１００％決定を達成した。

３　 生徒、自らがつくる「安心・安全」な学
　校づくり

３　 ウエイトリフティング部が全国高校総体、国体に出場し、女子が
　種目別で優勝するなどの活躍をした。また、書道部が全国高校総
　合文化祭に京都府代表として３年連続の出場を果たした。

６　 「出前授業」「プラスワンスタディ」「福祉施設ボランティア」な
  どの活動を通して、地域貢献を行った。

４   京都フロンティア校の取組　【地域へ＜活力・創生・貢献＞１０００
　人プロジェクト】を行うことで、地域を活性化し、地域を支える意
　識の高揚と地域社会とのつながりの大切さを学んだ。

５   学校評価で「本校に入学して良かった」と答えた生徒が８０％、
　「本校に子供を入学させて良かった」と答えた保護者が８９％と
  本校教育へ高い満足度を得ている。

４　広報の充実・入学希望者の増加



評価領域 項目（重点目標） 具体的方策 成果と課題

　地域創生推進校として、地域の活力に貢献する事業を展開する。

　土曜授業を取り入れたメリハリのある教育課程を定着させ、学力
や部活動の面で活性化を図る。

　ニュースレター・公式ホームページ・学校説明会などを通じて本校
の魅力を発信し、入学希望者を増加させる。

　授業アンケートを含め授業の在り方を研究し、教員の資質能力を
向上させる。

　本校及び生徒の状況について、教職員間で共通理解に努め、協
働意識を一層強化する。

　土曜授業を取り入れたメリハリのある教育活動を展開するととも
に授業の在り方を研究して、学力の向上を図る。

　週末課題・校内コンテスト等により、学習に対するモチベーション
を向上させ、主体的に学習する習慣を身につけさせる。

希望進路の実現
　補講・模擬面接・個別指導等きめ細かい指導を行い、就職希望者
の100％内定と大学合格率向上を達成する。

規範意識の向上
　あらゆる機会を通じて、あいさつや身だしなみをはじめマナーの
重要性を理解させ、問題行動の未然防止に努める。

　主権者教育を含め、社会の構成員としての意識を高めるとともに
自主性を身につけさせ、生徒会活動やボランティア活動を充実させ
る。

　部活動加入率を高めるとともに、上位の大会に出場する選手を
育て、活気のある学校にする。

教育環境の整備
　日々の清掃活動や定期的な安全点検を通じて、安全で落ち着い
て学習できる環境を整備する。

教育相談
　教員間・分掌間の連携を密にし、また、関係機関や保護者との連
携も図りながら、広い意味で支援を要する生徒に対し迅速できめの
細かい手立てを行う。
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